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4 イ・ジャンウン, ｢韓民族の起源における諸問題｣, 国際高麗学会, ソウル支会論文集第13号, 2010, p
p.184. 
5 韓国国史編纂委員会, 『韓国史』，p.91. 
6 スキタイという名称は紀元前７～３世紀にかけ黒海を中心に居住していた騎馬遊牧民族を指し、スキ
タイ文化は北方ユーラシア草原地帯の「草原の道」を通じ韓国をはじめロシア全域へと各地に伝わった
（金文子, 1984年, p.4.）。 


























                                           
8 イ・テシン, 『体育学大辞典』, 「三国時代の体育」, 民衆書館, 1995年, ｐ.445． 
9 1060年中国の宋時代に編纂した唐(618-907年)の歴史書 


















                                           
11 韓国民族文化大百科データベース(http://encykorea.aks.ac.kr/Contents/Index) 








                                           




図 3 安岳三號墳壁畵(黄海道の安岳郡)出所：韓国民族文化大百科事典 










図 7 三室塚壁畵(中国吉林省集安縣) 
出所：韓国民族文化大百科事典 























                                           
13 韓国民族文化大百科データベース(http://encykorea.aks.ac.kr/Contents/Index?dataType=0801) 
14 古夫古邑城発掘調査現場説明会, 報道史料, 2006年 
15 国防日報, 2006年10月31日 















































































 武芸名称  編 年度 内容要約 















































































































































 武芸名称  編 年 内容要約 
① 手搏戱 太宗19卷 太宗10年(1410)1月21日 軍人の補充 
② 手搏戱 太宗21卷 太宗11年(1411)6月10 甲士の選拔 
③ 手搏戱 太宗32卷 太宗16年(1416)7月1日 手搏戯の観覧 
④ 手搏 太宗32卷 太宗16年(1416)7月18日 手搏戯の観覧 
⑤ 手搏戱 太宗32卷 太宗16年(1416)8月3日 手搏戯の観覧と褒賞 
⑥ 手搏 太宗32卷 太宗16年(1416)8月17日 手搏戯の観覧と昇進 
⑦ 手搏戱 太宗34卷 太宗17年(1417)7月1日 手搏戯の観覧 
⑧ 手搏戱 世宗4卷 世宗1年(1419)6月20日 手搏戯の観覧 
⑨ 手搏戱 世宗4卷 世宗1年(1419)7月1日 手搏戯の観覧 
⑩ 手搏戱 世宗12卷 世宗3年(1421)5月18日 手搏戯の観覧 
⑪ 手搏戱 世宗51卷 世宗13年(1431)3月28日 手搏戯の観覧 
⑫ 手搏 世宗102卷 世宗25年(1443)11月2日 軍人の補充 
⑬ 手搏戱 端宗14卷 端宗3年(1455)6月19日 手搏戯の観覧と昇進 
⑭ 手搏戱 世祖9卷 世宗3年(1457)9月16日 軍人の補充 
⑮ 手搏戱 世祖17卷 世祖5年(1459) 手搏戯の観覧 





















 武芸名称  編 年 内容要約 
① 角力 世宗4卷 世宗1年(1419)6月15日 角力の観覧 
② 角力 世宗31卷 世宗8年(1426)3月25日 角力の観覧 
③ 角力 世宗32卷 世宗8年(1426)4月2日 角力の観覧 
④ 角力 世宗50卷 世宗12年(1430)12月26日 角力による事件 
⑤ 角力 世宗51卷 世宗13年(1431)3月18日 角力の観覧 
⑥ 角力 世宗51卷 世宗13年(1431)3月22日 角力の観覧 
⑦ 角力 世宗60卷 世宗15年(1433)5月14日 角力の観覧 
⑧ 角力 世宗63卷 世宗16年(1434)2月12日 角力の観覧 
⑨ 角力 世祖1卷 世祖1年(1455)九月 王の角力参加 
⑩ 角力 明宗31卷 明宗20年(1565)12月26日 用語の使用  
⑪ 角力 顯宗7卷 顯宗5年(1664)1月20日 角力による事件 
 
  
                                           
23 朝鮮は建国初期から兵役制度を整備し、軍事組織を強化することによって国防力が大きく向上した。
たとえば、軍役は良人皆兵と兵農一致を原則とした。それによって、16 歳以上 60 歳に上る両君の青年た
ちは誰でも現役軍人の正兵になるか、或いは、代わりに軍人の費用を出さなければならなかった。斗山百
















 編 年 内容要約 
①  拳法 宣祖112卷 宣祖32年(1599) 拳法の観覧 
②  拳法 宣祖124卷 宣祖33年(1600 拳法の奨励 
③  拳法 仁祖21卷 仁祖7年(1629） 武才試験の科目 
④  拳法 顯宗16卷 顯宗10年(1669) 拳法のデモ  
⑤  拳法 正祖28卷 正祖 13年(1789) 拳法教本に含む 




































































































































































































































                                           
32 チョン・ギョンファ, 『テッキョン原論』, ボギョン文化史, 2008, p81. 





















                                           
34 ノ・ジュンホ,『現代スポーツとしてテッキョンの発達過程とその意味』，忠北大学， 2012，p.15. 
３３ 
第二部 韓国解放(1945年)以降、初期のテコンドー道場の創立過程と日本空手との関係 




















































表 5 1923年-1925年にわたるYMCAの体育活動41 
年＼競技 室内運動(人) 野外運動(人) 体操(人) 柔道(人) 合計（人） 
1923 14,827 1,131 16,019 4,912 36,889 
1924 11,549 1,920 17,428 6,133 37,037 












                                           
41 チョン·テクブ，「韓国キリスト教青年会運動史」，正音社，1978，p.307. 
















                                           
42 韓国における1坪は、3.306㎡に当たる。 
図14  東亜日報、1932年3月11日記事(朝鮮研武館内柔道修練写真) 
３７ 
















































































































































































                                           
55 テコンドー新聞，1998年9月7日 
56 許仁旭，『館を中心にみたテコンドー形成史』，韓国学術情報，2008，p.57. 
57 2014年「ムカスメディア」盧秉直インタビュー映像参考 https://www.youtube.com/watch?v=ddhEzFn6rVA  










































































図 20 靑濤館の修練道場 永信學校(1940年代)73 
 
図 21  靑濤館の修練写真 
  


















                                           
74 月刊中央，1994年，第20巻，12号，p.137. 




























                                           
75 ソ•ソンウォン，『跆拳道傳』，サンア出版社，2012，p.12. 














図23 青濤館、第一回唐手試験記念          第三回審査記念写真 


























































表 10 青濤館の沿革の整理 






















































                                           

















































創立者： 田祥燮  




















                                           












表 13 朝鮮研武館(現、智道館) 
日付(新聞) 朝鮮研武館の審査、練武大会、訓練 






















                                           











































































































                                           
99 テコンドー新聞，1996年12月2日 
100 尹炳仁の弟子(キム·ビョンス) の記録，http://www.kimsookarate.com/intro/yoon.html 
５９ 
第三節 日本空手道との関係 
表 16 テコンドー指導者たちの武術経路101 
名前 
(道場名) 





























































































































若者も疲れてしまうほど酷く指導した 109。  組手 (韓国語で対錬 )(空手で，攻防




審査の種目を通じて松武館の指導課程に関して考察した。以下の表 (17)は、  
盧秉直 (館長)が 2001年テコンドー研究者 (李京明 )に送ったファクス史料 111を参
考し、審査の種目を再構成した表である。 
表 17 松武館の審査種目 
松武館の審査種目(1944年7月25日 第一回昇級審査) 
昇級審査 型（韓国ではプムセ） 組手(韓国語で対錬) その他 
8級-7級 大極初段-三段 三歩組手  
6級-5級 平安初段-三段 三歩組手  





























































                                           
112 現代のテコンドーもそうであるが、専門家課程の昇段審査(5段以上)に合格するためには、論文提出
が必須に採択されている。 



















1章：手の使用部位 2章：足の使用部位 3章：その他 
4章：準備姿勢 5章：立ち姿勢 6章：手技 
7章：足技   
3編 基本 1章：手技 2章：足技  
4編 型 1章：型の意義 2章：型の種類 3章：練習の注意 
5編 組手(対錬) 1章：組手の意義 2章：組手の種類  
6編 鍛練具鍛練法 1章：鍛練具 2章：鍛練法  












                                           








表 19 盧秉直、船越義珍、李元國の指導型 
盧秉直（型） 船越義珍（型） 李元國（型） 







抜塞小大 抜塞 抜塞 
鉄騎初段、二段、三段 鉄騎初段、二段、三段 鉄騎初段、二段、三段 
十手 十手 十手 
燕飛 燕飛 燕飛 
岩鶴 岩鶴 岩鶴 
慈恩 慈恩 慈恩 
半月 半月 半月 
 観空 観空 
公相君、鷺牌、鎭手、五十四歩 ナイハンチ  
組手(対錬) 組手 組手(対錬) 
































































                                           














図 27 『空手道教範』と『テコンドー教範』の比較（基本姿勢） 
６９ 
 
図 28 『空手道教範』と『テコンドー教範』の比較（鍛錬道具(１)） 
 













































































                                           
121 金成裕，『月刊空手道』，榕樹書林，1997，p.3-4. 
122 尹炳仁弟子の道場ホームページ( http://www.kimsookarate.com) 















































































表 20 1920年から1978年まで新聞で検索された武術の用語記事(東亜、自由、京郷新聞) 
唐手(46編) 空手道(26編) 跆拳道(28編) 跆手道(13編) 
1946-01-12中央新聞 1937-07-11東亜 1959-03-14東亜 1962-03-01京郷 
1946-01-12自由 1937-08-13東亜 1959-09-08東亜 1962-12-21東亜 
1946-07-23東亜 1954-12-16東亜 1959-11-04東亜 1962-12-29京郷 
1946-10-29東亜 1954-12-21東亜 1961-08-08京郷 1963-03-12東亜 
1946-11-14自由 1955-07-08東亜 1963.05.23東亜 1963-03-13京郷 
1947-05-19自由 1955-08-01東亜 1963-10-16東亜 1963-03-14東亜 
1947-06-22東亜、自由 1955-12-16東亜 1965-02-12東亜 1963-09-18京郷 
1947-07-30東亜、自由 1956-01-03東亜 1965-06-07東亜 1963-10-02東亜 
1947-09-18自由 1956-02-15東亜 1965-09-03東亜 1963-10-08東亜 
1947-10-24自由 1956-10-12京郷 1966-03-14京郷 1963-10-18京郷 
1947-10-30自由 1956-10-12東亜 1966-05-23京郷 1963-11-01東亜 
1947-11-04自由 1957-04-20東亜 1966-06-06東亜 1964-02-29京郷 
1947-11-06自由 1958-02-01京郷 1966-11-01東亜 1965-03-10東亜 
1949-05-14東亜、自由 1959-01-07京郷 1966-12-06東亜  
1950-04-04東亜 1959-01-21京郷 1967-03-09京郷 拳法(10編) 
1950-06-12京郷 1960-12-22東亜 1967-05-27京郷 1948-01-31京郷 
1953-09-17京郷 1961-04-28京郷 1967-09-15京郷 1948-06-13京郷 
1955-10-28東亜 1961-10-19京郷 1968-07-09京郷 1948-07-21自由 
1955-10-31東亜 1962-01-31東亜 1968-09-09京郷 1949-05-26自由 
1955-11-04東亜 1962-01-31東亜 1970-10-16京郷 1949-07-05京郷 
1956-03-28京郷 1963-03-12京郷 1971-10-20東亜 1949-11-09東亜 
1957-09-21東亜 1963-03-12京郷 1972-01-20京郷 1950-02-02東亜 
1957-11-11東亜 1963-03-12京郷 1972-05-05東亜 1950-04-04東亜 
1959-02-25京郷 1963-03-12京郷 1973-05-23東亜 1950-04-23東亜 
1959-03-14東亜 1964-01-06京郷 1976-05-12東亜 1950-06-23東亜 
1959-06-07東亜 1964-11-10京郷 1980-05-28京郷  
1959-09-22東亜  1983-07-18東亜  
1960-01-05東亜  1991-01-29ハンギョレ  







































































































図 33 智道館て行なわれた「八極拳」と「八騎拳」の比較 






















































































































































                                           
137 姜元植·李京明，『テコンドー現代史』，ボギョン文化社，1999，p.22. 

























































































































































































































































































1940年代  1950年代  1974年  1978年 
       













  國武舘 姜瑞鍾      



























  唐手道武德館    








  韓武館 李敎允  韓武館  









  講德院 洪政杓  講德院   
  興武舘 洪政杓     
  朝鮮 
講武館 
李ドンジュ 





























                                           





















































                                           








表 24 「大韓テコンドー協会」と「世界テコンドー連盟」のルール制定·改正 
 「大韓テコンドー協会」ルール 「世界テコンドー連盟」ルール 





3 1982-02-23 1982-02-23 
4 1983-10-19 1983-10-19 
5 1986-06-01 1986-06-01 
6 1989-10-07 1989-10-07 
7 1991-10-28 1991-10-28 
8 1993-08-17 1993-08-17 
9 1997-01-18 1997-11-18 





12 2003-11-25 2005-04-12 
13 2005-11-07 2009-02-13 
14 2008-01-15 2010-03-02 
15 2009-01-14 2010-10-07 
16 2010-01-19 2011-04-30 
17 2011-01-13 2011-10-04 
18 2012-01-30 2012-04-03 
19 2013-01-11 2012-12-26 
20 2014-01-14 2013-07-14 
21 2015-01-16 2014-03-19 
22  2014-10-30 
23  2015-01-01 













表 25 1960年代から2000年までのテコンドー競技ルールの制定及び改正168 
 
 



















(個人·団体(5人))戦 男·女 8階級 
男·女 4階級 
(オリンピック) 





















































































































































































































































































                                           
169 尹種旭(2008)，「慶北·大邱地域のテコンドーの競技の発展過程」，嶺南大学科學大学院，修士論文，
 2008， p.38. 



























































































































































① 正拳 正拳 正拳 
 
② 襄拳 襄拳 襄拳 
 
③ 横拳 横拳 横拳 なし 
④ 拳槌 拳槌 落拳 なし 























② 上足底 上、横足底 蹠頭  
 
③ なし なし 蹠頭  
 
 
④ 足踵 足踵 足踵 
 




足底  足底  
 
⑦ 上足部 上足部 上足部 
 









② 後蹴 後蹴 
後蹴 
  














































⑩ 撮廻蹴 撮廻蹴 撮廻蹴 
 




































⑰ なし なし 標的蹴  
 




⑲ なし なし 飛び横蹴り 
 







































































































































































































1955     
韓中親善唐手道
大会(10.30) 
1960      
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2014 夏季(26カ国107人)、中·長期(8カ国10人) 34カ国117人 
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